
指定障害福祉サービス事業多機能型 

コ ス モ ス 

 

１． 事業経過・報告 

 （日中活動事業） 

今年度も継続して生活介護支援事業、就労継続支援事業Ｂ型の事業を実施した。 

 今年度は、４月に特別支援学校卒業生を１名、１１月通所先に通えなくなったケースの方を１名、相談支援担

当者を経由して新規利用となり、新たに迎えた。個別対応が必要とされる方々の受け皿となる等、法人・事業所

の存在価値を意識して支援を展開した。また、将来に向けて、居住系の支援を希望する声（入所・グループホー

ム）が多く、短期入所の利用件数等のニーズの高まりが、若い世代の家族様にも目立っている。防災関連で、

避難場所を土浦ワークヒル駐車場にて、９月に家族合同の防災訓練を実施した。今回実施したことで出てきた

課題をもとに、来年度も継続し実施する予定である。 

いな穂については、施設入所支援も含めた全事業所のご利用者が合同で日中活動に取り組む場として定着

し、スタッフの働き方を含め、法人全体での職住分離の実践を視野に入れて対応してきた。 

 

 （相談支援事業） 

土浦市地域生活支援事業（相談支援事業）と、指定特定相談支援、指定障害児相談支援を実施。実績等の詳

細は「５．相談支援事業」にて報告する。 

 

 

生活介護支援事業 

常時介護を必要とする利用者（障害程度区分3以上、50歳以上は2以上）に対して入浴・排泄・食事の提

供、創作的活動または生産活動の機会等を提供。 

 

就労継続支援事業Ｂ型 

   通常の事業所に雇用されることが困難な利用者に対して、就労の機会や生産活動等の機会を提供するこ

とによって、その知識や能力の向上を図る訓練等を提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．利用者状況 

表１ 月別利用契約者の推移                           平成28年度 

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

在宅 

男 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 

女 14 14 14 14 13 13 13 14 14 14 14 14 

小計 34 34 34 34 33 33 33 34 34 34 34 34 

ぼだいじゅ 

男 6 6 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 

女 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

小計 7 7 7 7 7 7 7 7 6 6 6 6 

地域生活者 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 41 41 41 41 40 40 40 41 40 40 40 40 

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

新

規

契

約 

在宅 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

ぼだいじゅ 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

地域 

生活者 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

解 

 

約 

在宅 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

ぼだいじゅ 

男 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 

地域 

生活者 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 

 

 



 

表２．事業別利用契約者数（平成 29年3月3１現在） 

事業名 生活介護 就労継続Ｂ 合計 

在宅 

男 19 1 20 

女 14 0 14 

小計 33 1 34 

ぼだいじゅ・ 

地域生活者 

男 1 4 5 

女 1 0 1 

小計 2 4 6 

合計 35 5 40 

 

 

 

 

表３．障害程度区分別（平成29年3月31日現在） 

 在宅：介護：区分３（男1・女0）、区分４（男9・女3）、区分５（男10・女5）、区分６（男6・女4） 

 

事業名 非該当他 1 2 3 4 5 6 合計 

生活介護 
男    1 3 10 6 21 

女     6 5 4 14 

就労継続Ｂ 
男    1 3 1  5 

女         

合計    2 12 16 10 40 

 

 

 

 

表４．年齢構成（平成29年3月 31日現在） 

 10代 20代 30代 40代 50代 60代 合計 

在宅 

男 1 13 3 2 1  20 

女 1 5 5 1 2  14 

小計 2 18 8 3 3  34 

ぼだいじゅ・ 

地域生活者 

男    2  3 5 

女    1   1 

小計    3  3 6 

合計 2 18 8 6 3 3 40 

 

 



 

表５．出身地別（平成29年3月 31日現在） 

市町村名 
人数 

在宅 ぼだいじゅ 

土浦市 19  

かすみがうら市 8  

つくば市 2  

石岡市 1  

小美玉市 2  

那珂市  1 

古河市  1 

牛久市  1 

鉾田市  1 

取手市  1 

稲敷郡阿見町 1 1 

稲敷郡美浦村 1  

小計 34 6 

合計  40 

 

 

 

３．実習生受け入れ 

表６．資格取得実習等受入   

学校名 実習名 実習期間 人数 日数 

常盤大学 社会福祉士実習 8/8～9/15 1 23 

つくば国際大学 社会福祉士実習 10/3～11/2 1 23 

NHK学園 社会福祉士実習 11/7～11/25 

2/20～3/7 

1 24 

日本社会事業大学 社会福祉士実習 12/1～12/22 

1/10～1/25 

1 24 

日本こども福祉専門学校 社会福祉士実習 1/16～1/31 

2/13～2/28 

1 24 

筑波大学 介護等体験実習 1/16～20 2 5 

筑波大学 介護等体験実習 1/23～27 2 5 

筑波大学 介護等体験実習 1/30～2/3 4 5 

筑波大学 介護等体験実習 2/20～24 1 5 

 

 

 



 

４．職員研修参加状況（表７） 

日付 内容 参加者 

7月  6日 

7月14日、15日 

7月29日 

8月  9日 

9月13日、14日 

10月18日、19日 

11月11日 

11月11日 

 

11月29日、30日 

12月  5日 

12月  5日、6日 

1月14日、15日 

1月23日 

 

1月26日、27日 

2月11日 

 

 2月17日 

 3月 1日 

 

リスクマネジメント 

関東ブロック大会 埼玉大会 

市相談研修 

群馬県知的障害者福祉協会研修 

職場内研修担当者養成研修 

相談支援・就労支援セミナー 

平成28年度 強度行動障害事例報告会 

平成 28 年度 強度行動障害支援者養成フォローア

ップ研修 

強度行動障害支援者養成研修（県主催） 

民社協研修会 

平成28年度 日中活動支援部会全国大会 

平成28年度 全国相談支援ネットワーク研修会 

平成28年度 障害者相談支援従事者研修 

専門別研修 Ｄコース「虐待防止・権利擁護研修」 

強度行動障害支援者養成研修（心身協主催） 

地域関係機関の情報交換会 

 

平成28年度 茨城県障害者相談支援従事者基礎研修 

土浦市障害者虐待防止センター虐待防止研修会 

 

支援員 

相談支援員、支援員 

相談員2名 

管理者 

サビ管 

相談員 

支援員 

サビ管 

 

支援員3名 

管理者、サビ管 

支援員2名 

管理者 

相談員 

 

支援員3名 

管理者、サビ管、相談支

援員2名 

支援員 

サビ管、主任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４． 相談支援事業（委託相談、指定特定・障害児相談） 

表7．相談状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

件数 296 262 308 223 238 276 17１ 179 195 138 223 318 2827 

  状況 平成 28 年度は指定特定・障害児相談におけるサービス担当者会議等の開催等で訪問を中心に、外

に出る機会が昨年度よりも増えた。平成 27年度の総合件数は 2,721件であり今年度は 100件程度の

増加である。 

 

６．リスクマネジメント  

   月毎の報告数の差は、あくまで気付き、報告をするという点においての意識の差によるものと推察される。

スタッフ数も増加し、リスクマネジメントへの理解、障がい特性による行動への分析が今後の課題となる。 

表８．リスクマネジメントの全体集計  

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

苦情受付書 2 2 2 3 7 0 3 1 4 0 0 1 25 

事故報告書 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 3 

軽微軽傷事故報告書 

ひやりはっと 
8 4 10 3 0 5 3 5 1 7 6 1 51 

合計 11 6 12 6 9 5 6 6 5 7 6 2 79 

※注 事故報告書：通院等の必要な重症・重大な事故に関する報告。 

   軽微軽傷事故報告書：通院等には至らないが、かすり傷や、転倒、私物忘れ（人為的サービスミス）等の報

告書。 

 

表９．軽微軽傷事故報告書の分類 

内容 件数 割合 内容 件数 割合 

私物忘れ 31 62％ 誤飲・異食 1 2％ 

他害行為 8 16％ ケガ 1 2％ 

転倒 2 4％ その他 7 14％ 

物損 0 0％ 合計 50  

 

７．職員状況 

表9．職員構成（平成29年3月 31日現在） 

 管理者 
サービス 

管理責任者 
生活支援員 

職業 

指導員 

目標工賃達

成指導員 
看護師 栄養士 その他 合計 

正職員 
1   

兼務 
1 

11（男８.女3）+1 

生活介護・就労継続 
  

 

 

１ 

兼務 
 

15

（11.1） 

臨時職員   
7(4.5)+1(0.8) 

生活介護・就労継続 
1 1 

１  

兼務 
 兼務1 12(7.8) 



常勤換算 1 1  0.9 1  0.1  23(19.5) 

 


